








 

はじめに 

 近年、人の糸球体を場としたさまざまな炎症性病変が免疫組織学的手法や超微細形態学

的解析の積み重ねを待って、一定の動的病理形態像の中で理解されるようになった一方で、

この十年間は糸球体疾患の克明な臨床的諸相の積み重ねを行うのに極めて重要な時間であ

った。人の糸球体疾患におけるこの一つの進展は、それ以前の十数年におよぶ実験的糸球

体腎炎のさまざまな解読に依る所が大で、しかも、その発症、進展に免疫学的機序が大き

く介在していることを浮び上がらせ、人の糸球体腎炎の理解に寄与した。 

 現在、糸球体を場とした原発性の炎症性病変は原発性糸球体疾患としていくつかの疾患

概念を構築しつつ、その姿、形を明らかにしつつある。所謂、非 IgA 腎症のように未だ不

明な集合部分もあるが、膜性腎症、IgA 腎症、巣状糸球体硬化症はそれまでのリポイドネ

フローゼとともにようやくその独立性を確保しつつある。これらの各疾患は基本的には臨

床像と組織像の特徴性をもって成り立ってきているが、同時に、その疾患の成立に係わる

免疫遺伝学的背景についても検討が進み、その疾患の独立性に大きく寄与しつつある現状

である。 

 これまで、われわれは IgA 腎症(1)、膜性腎症(2)、リポイドネフローゼ(3)について、そ

の HLAsystem を検討し、それぞれ異った免疫遺伝学的背景が存在する可能性を指摘してき

た。そこで、今回は一つの疾患概念として独立しつつある膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)に

ついて、小児から成人におよぶ HLAsystem を検討し、その免疫遺伝学的背景について考察

を行った。 


